
◇ 自然・環境・景観・動植物 ◇
（自然・景観の保全）

◇ 観光・文化・歴史・利用 ◇

人

自然

文化

① 良好な景観や環境の保全と創出

② 自然で変化に富む流れの回復

③ 近づき親しみやすい水辺空間の創出

④ 河川空間の有効利用（高水敷の活用）

⑤ 周辺環境との調和、河畔林の利用

ハーモニー

（調和・協働）
◇ 施設・活動 ◇
（維持管理・モニタリング）

⑥ 河川内の良好な空間の保全

⑦ 河川の状態や施設の点検、維持管理

⑧ 多様な主体と地域の参加、参画、協働

奏で

つづける
◇ 防災、治水 ◇
（人々の安心な暮らしを護る）

⑨ 護岸未整備区間の解消

⑩ 河床の復元と安定化

⑪ 管理、利活用のための通路

目標のｷｰﾜｰﾄﾞ 川づくりの目的・目標 取り組みの基本方針 具 体 的 設 計 内 容

① 自然石、巨石の活用、緩やかで植生を促す覆土

② 巨石の配置計画、流れを安定させる水制工

③ アプローチ施設の設置、遊びの施設設置

④ 従来機能を持たせた道路

⑤ アプローチ施設の設置、通路のための護岸小段

⑥ 巨石の配置設計、巨石による沈床、緩やかで植生を促す覆土

⑦ 「遠山郷いい川づくり」推進会議

⑧ 「遠山郷いい川づくり」推進会議

⑨ 護岸の設置(右岸)

⑩ 帯工の設置(2基)、根固め工(中橋下流、遠山中学校横)

⑪ 従来機能を持たせた道路、通路のための護岸小段

◇具体的活動、「川づくり」から「まちづくり」へ

～奏でつづける＝「持続性のある取組」～

☆目標を推進するのための活動を行う組織。
☆地域の代表者の皆様で構成。
（委員22名、オブザーバー5名、「遠山郷いい川づくり」会議メン
バーの他、教育の視点から保育園、小学校、中学校等を追加)

・推進会議を河川愛護活動支援事業「活動団体」へ登録し、他の愛護団体や、地域住民と協働で河川
敷地の草刈り、ゴミ拾い等の清掃を実施しています。
・平成25年度より開始した「わがまちの川」美化事業と連携し、愛護団体だけでは困難な河川維持作業
を飯田建設事務所と協働で実施しています。

○維持管理

○モニタリング
・実際の工事現場を見て、モニタリングのための調査と研究を行い、工事中、出水後、定期的に河川状況
のモニタリングを行う予定です。(現地調査、定点観測等)
・施設等の点検を実施し、危険個所の共有や、健全性の確認を行うことで、修繕箇所の早期発見や対応
を行えるようにする予定です。

現地研修会の様子
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河　　　川

道路・遊歩道

既存道路・橋梁等

構  造  物

覆土(平場)

覆土(法面)

凡　　　例

・護岸未整備区間（L=64m）の護岸工を整備。

・工法は上下流の構造物の馴染みをよくし、景観に配慮した練石張を採用。

・小段を設け、通路の連続性を確保。

1：
2

構造図

断面図

1:
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1:1
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▽計画河床高

▽H.W.L
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基礎工

RS D13

裏込・胴込

RS

RS架台

玉石(φ350内外)

RSメッシュ

洗掘防止のため、巨礫を含む土砂で埋戻す

練石張（多自然型）

基礎工(100-F-Ⅰ)

1,5001,000

2
,
0
0
0
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1
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.
5 1:1.0

2,000

平面図 断面図

・頭首工下流の河床低下を防ぐため、自然石連結工法による帯工を設置。

・アーチ状（曲線）に据付ける事により水脈筋を河川中央部に導く。

・帯工の下流側にプールを設け、帯工を越水してくる水を停滞（淵の創出）

させる。

・堤外水路護岸の側方浸食を防ぐため、根固め工を設置。

(1.00)

吸出し防止材(t=10mm)

裏込材(C80～150㎜）

法面部

巨石積

巨石張

天端部

(1
:1
.0
)

▽計画河床高

ステンレスワイヤー φ５mm

胴込材(C80～150㎜）自在アンカーSUS
アンカー側シャフトφ６mm
背面シャフト φ6mm

φ10mm L=55mm

溶融亜鉛アルミ合金メッキ

（
0.

5
）

(Ｂ≧2.0)

(
Ｈ

)

(1
.0

0)

(
1.

00
)

(1.00)

平面図

断面図

背面ネットφ4.0 P100mm

・景観および環境に配慮し、石材を曲線状に据え付ける。

吸出し防止材(t=10mm)

・左岸に寄ったみお筋を河川全体に分散させるための水制工を設置。

巨石長径φ1.0m～1.5m

巨石長径φ～1.0m

(1:1.5)

巨石床張工用ＮＴアンカー

SUS φ15mm ＋SUSワイヤーφ6mm

SUS φ 20mm ＋ SUSワイヤーφ9mm

巨石帯工用ＮＴアンカー

(1/50)

(1:3.0)(1:
1.
5) (1:1.5)

FLOW

巨石長径φ1.5m～

巨石鱗張り

正面図 断面図

・構造は自然石連結工法とし、表面は覆土する。

水制工構造図

(5.10) (23.40)

(28.50)

(19.50) (9.00)

(9.50)

(
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4
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(
3
.
0
0
)

(5.00)
自然石

3 9 5 . 8 7

3 95 . 4 7

G

3 9 5

39 5

平面図

人の導線

人の導線 水際に近づきやすくするため、
1：1.0勾配で巨石を配置

下側には比較的大きい粒径を設置

2.0ｍの巨石を点在する
流出の防止および景観の多様性を考慮し

1.0程度の巨石を1：1.0勾配で配置

流出防止のための巨石を配置

緩やかに流水させるための巨石配置

寄石工 L=45.0m

・現況地形を生かしながら親水広場を設ける。

・親水空間としての「たまり」の形成。

・水辺に近づきやすくい緩勾配の低水河岸。

断面図

▽計画河床高

２割勾配で巨石を配置

（1/50）

水際に近づきやすくするため、

頂部が出る巨石を設置
計画河床まで堆砂しても20cm程度

たまりを形成させるため、入口より低く、
みお筋より高く河床高を設定

河川横断方向に環石を設置
側方からの外力に抵抗するため、

（1:2
.0）

①階段工の設置

・護岸天端から親水広場へアプローチできる階段工の設置。

②スロープの設置

・子供からお年寄りまでの多くの人が、容易にアクセスできるスロープを２箇所設置。

③遊びの施設

・例えば子供が滑り台として遊べる施設として、護岸の一部をコンクリート張に改良。

親水区間へのアプローチ空間の整備。

1:
1.
5

張構造図階段工構造図 スロープ工断面図
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親水護岸ブロック

吸出し防止材

連結鉄筋

階段基礎(1)

調整コンクリート

じゃかご張

裏込材

裏込材

覆 土

力石

環石
根石

根石

鱗石

上流

下流下流

上流

巨石沈床施工図

・自然な河床を誘導するための巨石を設置。

平 面 図

正 面 図

断 面 図

・南信濃自治振興センターからヘリポートまでの河川空間の活用、防災機能

としての通路を確保。

(1:2.0～3.0)
護床ブロック

表層工： 3cm

路盤工：10cm

▽計画河床
歩道舗装

高水敷断面図

・水辺に近づきやすい低水河岸を創出のため、緩やかに覆土。

3.00

(7.00)

深部は大粒径の礫で覆土

表層は細粒径砂礫で覆土

①②⑥⑩

①②③④⑤⑥⑪

①⑤⑨⑪

①②④⑥⑪ ①②⑥⑩

①②⑥⑩

①②⑥⑩

巨石帯工

（1/20）

(1:3.0)

（
1:
1.
5）

(1:
3.0

)

（1/20）▽計画河床

▽H.W.L

河床を回復、安定させる帯工

自然なみお筋と

変化のある流れ

高水敷の

幅を確保

高水敷の幅確保と
緩やかに覆土した
水際アクセス機能

親水区間への

アプローチ整

備

緩やかに覆土した

水際アクセス機能

（1/50）

1:
1.
5

（1:3.
0）(1:3.0)

▽H.W.L

▽計画河床

護岸を保護する
ための根固工 水辺に近づき易い低水河岸

自然なみお筋と

変化のある流れ
高水敷の

幅を確保

緩やかに
覆土した水際
アクセス機能

高水敷の

幅を確保

緩やかに
覆土した水際
アクセス機能

親水区間への

アプローチ整

備

河畔林等（桜）

の維持と管理

河畔林等（桜）

の維持と管理

変化を許容する水際

河畔林等（桜）

の維持と管理

A B

B

・河床の安定と落差の解消、上流の河床回復を図るための帯工を設置。

帯工構造図

(R =5
0 .0 )

平面図

プール

スロープ

プール

0
.
0

・自然石連結工法により、景観と魚類の遡上に配慮した構造とする。

断面図

斜路部

落差部

プール

プール

(1/10)
プール 1/100

(1/100）

11.2+50.0

(1/100）

11.2+69.0

(20.00) (11.00) (5.00)

(36.00)

(2
.5

0)

(1
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(1.50)(5.50)(16.50)

(23.50)

(1
.5

0) (2
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0)

(64.30) (曲線長 L=70.1m)

・露出している根固ブロックを保護するため、自然石連結工法による根固め工を施工。

根固め工断面図
一 般 部

・水際の入り組みと土砂の堆積を促すための床張を設置。

床張設置部

法面部 床張部

護床ブロック
(1:1.0)

(1:3.0)

アンカービオストーン

天端部

巨石用NTアンカー

巨石用NTアンカー

天端部 法面部

護床ブロック
(1:1.0)

(1:2.0)

巨石用NTアンカー

アンカービオストーン
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覆土

水際には大きめの石を配置する

覆土

巨石（φ1.0～1.5m）

巨石（φ1.0～1.5m）

巨石（φ1.0～1.5m）

巨石（φ1.0～1.5m）

巨礫を含む土砂で埋戻す

①②④⑥⑩


